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り、 日本 人が参入する余地が少なか っ た 。 そ の

ため 、 彼等は都市部にお ける特定の 商品を扱 う

商業活 動を行 うしか なか っ た 。

　加藤商店は ス マ ラン 市内で ヨ
ー

ロ ッ
パ 人相手

に 高級美術雑貨を販売 して い た が、世界恐慌の

影響か ら新た に安価な 日本製品の 販売 に着手す

る こ と となっ た 。その 売れ行きは良好 で あ っ た

ため 、顧 客の 拡大にっ なが り、結果 として 恐慌

を乗 り切 る こ とが で きた 。 しか し、そ の 主 な顧

客はあ くまで もス マ ラ ン在住の ヨー
ロ ッ パ 人で

あ り、日用 品の 主な消費者 で あ っ た地方の 住民
へ の 販 売は行 っ て い なか っ た 。 また 、 同商店が

有 して い た取 引系統は 、  日本 国内の 業者   在

留日本人輸入業者 、 そ して   ヨ ー
ロ ッ パ 人など

の 外 国人業者で あっ た 。   で は従来か ら扱 っ て

きた美術雑貨を仕入 れて い た 。 そ して 日本製 日

用品は   か ら仕入れてお り、 その 際に有利 な条

件を取 り付 けるこ とがで きた 。 また 、   か らは

ヨ ー ロ ッ パ 製品 を仕入れて お り、 同製品が売れ

な くな っ た この 時期で も取引が継続 されて いた 。

それ は従来 か らの 顧客で あ る ヨ
ー

ロ ッ パ 人 を引

き止 めるためで あっ た 。

　本事例か ら 1930 年代に お い て も、日本人に

よる流通の
一

本化が 進ん だ とは単純に言 うこ と

が で きず 、 さま ざまな取引系統 を利用 して い た 。

加藤商店を とりまく背景、すなわち最大の 消費

者で あ る住 民 ヘ ア クセ ス で きるか否か 、 とい う
こ とが 同店の 活動や取引に大き く影響を及 ぼし

た とい え、日本人の 商業活 動 の 典型 とい うこ と

がで きよ う。
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　本発表は、19 世 紀後半か ら 20 世紀前半にか

けて、南ア ラビア の ハ ドラ マ ウト地方 （現イ エ

メン 共和国） か ら東南ア ジア 島嶼部 へ 移住 した

ア ラブの コ ミュ ニ テ ィ
ー

が本 国 とどの ような関
係 にあ っ たの か を概観する こ とに よ り 、 当時の

イ ン ド洋社会に どの よ うなネ ッ トワ
ー

クが成立

して い た の か とい うこ とを明らか にする 。 主な

史料と して は、大英図書館イ ン デ ィア ・オ フ ィ

ス に 収 蔵 され て い る ア デ ン 保 護領 関係 文 書

（R／201A・G）を使用する。

　イン ド洋沿岸地域 へ 移民 したア ラブ の 多 くは
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ハ ドラマ ウト出身者 （ハ ドラ ミ
ー）で あっ た と

言われ て い る 。
ハ ドラ マ ウ トは全体的に乾燥 し

た土地 で 、 限 られた耕作地 、 恒常的 に不安定な

政治状況などの 理 由に よ り 、 域外へ 移民を排出

し続け る こ とで 地域の 安定を保 っ て きた 。 イ ン

ド洋沿岸地域 へ の 移民が い っ 始ま っ た の か は 明

らか で は ない が 、大規模な移民は 18 世紀以 降

に始ま り、 19 世紀後半 になると更 に加速 した。

彼 らは移住後 も本国 とさま ざまな関係 を保 っ て

お り 、 20世紀前半まで に は移住者か らの 送金 が

ハ ドラ マ ウ トの 経済を支えるよ うにな っ て い た 。

　イン ド洋 沿岸の ハ ドラ ミ
ー ・コ ミ ュ ニ テ ィ

ー

か らどの 程度 ハ ドラマ ウ トへ 送金 されて い たの

か とい う統計資料は現在まで 見つ か っ て い ない
。

本発表で は 20 世紀前半に起こ っ た数例の 出来

事を紹介する こ とで 、ハ ドラ マ ウトへ の 送金が

どれ だけ重要だ っ たの か を明 らか にす る。 こ こ

で 注 目したいの は 、 東 南ア ジアか らの 送金 の 重

要性 が一
番顕著な形で 現れた のは 、 第二 次世界

大戦 中で あ っ た とい う事実で ある 。 最も重要な

送金元 で ある東南ア ジア 島嶼部が 日本軍に よ っ

て 占領 され た た め 、 ハ ドラ マ ウ トの 住民 は

1943 ・44 年に起こ っ た 飢饉 に対応す る こ とが で

きず 、 住民 の 相 当数が餓死する事態 となっ た 。

こ の こ とは 、日本 に よる東南 ア ジア 占領の 影響

を考える際 に非常 に興味深い 事実 を示 して い る 。

通常 、 研究者の 関心を最も集め るの は 占領下の

地域で 何が起こ っ たの か とい う問題で ある 。 し

か し 、 第二 次世界大戦は東南ア ジア が他 の イ ン

ド洋沿岸地域か ら切 り離 され、経済的に東南ア

ジ アに頼 っ てい た地域が打撃 を受 けた時期で も

あ っ た とい うこ とが本発表か らも明 らか となる 。

第二 次大戦下の ベ トナ ム にお ける 日仏 プ ロ パ

ガ ンダ

　　難波ちつ る （日本学術振興会特別研究員 ）

　本報告では、第二 次大戦期 の フ ラン ス 植 民地

政権 下 、 かつ 日本軍駐 留下の ベ トナム に お い て 、

ヴィシ
ー

主義の 普及 をはか るフ ラン ス と、大東

亜共栄圏を宣伝す る 日本 の 両者が いか に現地住

民の支持を獲得す るた め にプ ロ パ ガ ン ダを展 開

したの か を扱 う。 こ の 問題 に関す る先行研 究は

ほ とん どな く、フ ラン ス は国民革命 と反 目本 的

な、日本 は大東亜共栄圏のイ デオ ロ ギーと反欧

米 の 宣伝活動をそれぞれ行 っ た と言及するに と

どま っ てい る 。 本報告で は、プ ロ パ ガ ン ダにお
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